











































A study on Current Aspects of Deviant Behavior Research
－In Cases of the Child Abuse－




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































称は Japanese Association of Social Problemsとなってい
る。本稿では、日本語における社会病理と社会問題を
明確に区別する意味においてのみ、社会病理学に対し
て Social Pathologyの語をあてている。
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